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 （
１
９
７
８
）

■
新
東
京
国
際
空
港（
成
田
国
際
空
港
）開
港

■
東
北
新
幹
線
・
上
越
新
幹
線
開
通（
１
９
８
２
）

　
（
１
９
８
１
）

■
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会（
土
光
会
長
）初
会
合

■
三
宅
島
大
噴
火（
１
９
８
３
）

■
つ
く
ば
科
学
万
博
開
催（
１
９
８
５
）

■
電
電
公
社
・
日
本
専
売
公
社
が
民
営
化（
１
９
８
５
）

■
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行（
１
９
８
６
）

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
事
故（
１
９
８
６
）

■
国
鉄
分
割
・
民
営
化（
１
９
８
７
）

■
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通（
１
９
８
８
）

　
（
１
９
８
９
）

■
昭
和
天
皇
崩
御
、元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
へ

■
消
費
税
ス
タ
ー
ト（
消
費
税
率
3
％
）（
１
９
８
９
）

■
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊（
１
９
８
９
）

■
イ
ラ
ク
軍
、ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻（
１
９
９
０
）

■
ド
イ
ツ
統
一（
１
９
９
０
）

■
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
は
じ
ま
る（
１
９
９
０
）

■
ソ
連
解
体
、ロ
シ
ア
連
邦
成
立（
１
９
９
１
）

地域行政スタート前（昭和54年～平成 2年）

●
都
か
ら
の
事
務
移
管
に
よ
り
23
区
が「
市
」並
み
の
自
治
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト

●
区
長
公
選
制
復
活
後
、初
の
区
長
選
挙
に
お
い
て
大
場
啓
二
氏
初
当
選（
〜
7
期
28
年
）

●「
世
田
谷
区
基
本
構
想
」議
決

●「
世
田
谷
区
基
本
計
画
」策
定

●
地
域
行
政
推
進
本
部
設
置

●「
地
域
行
政
基
本
方
針
」策
定

●
来
庁
者
5
0
0
0
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

●
地
域
行
政
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

●
庁
内
ミ
ニ
コ
ミ
紙「
ち
い
き
ぎ
ょ
う
せ
い
」発
行
開
始

●
地
域
行
政
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
書
と
し
て「
地
域
行
政
の
あ
り
方
」「
地
域
行
政
基
本
計
画
案
」策
定

●
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を
考
え
る
区
民
の
つ
ど
い（
全
区
集
会
）開
催

●
地
域
行
政
に
関
す
る
区
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

●
地
域
行
政
区
民
の
集
い
実
施

●
太
子
堂
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
開
設

●
街
づ
く
り
条
例
制
定

●
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
発
足

●
住
民
記
録
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
二
子
玉
川
区
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
開
設

●
烏
山
福
祉
事
務
所
新
設（
砧
福
祉
事
務
所
烏
山
分
室
の
改
組
）

●
桜
丘
区
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
開
設

●
地
域
行
政
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

●
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
発
足

●
出
張
所
に
関
す
る
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

●（
職
員
に
よ
る
）ま
ち
づ
く
り
地
区
担
当
制
導
入

●
世
田
谷
地
域
に
支
所
開
設
準
備
室
設
置

●
住
民
情
報
漢
字
処
理
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

●
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
落
成

●「
地
域
行
政
移
行
計
画
」策
定

●
地
域
事
務
所
・
出
張
所
名
称
ア
イ
デ
ア
募
集

システムの導入により、ファク
シミリ導入時以上の大幅な窓口
サービスのスピードアップと住
民情報の管理の簡素化が実現し
ました。

区民主体のまちを築き上げる
ための区政の基本的な指針。
世田谷区の将来像を示すとと
もに、施策の基本原則と大綱
を定めました。

当時のまちの様子〔三軒茶屋駅前〕（1985）当時のまちの様子〔三軒茶屋駅前〕（1975）

北沢タウンホール落成（1990）

地
域
行
政
制
度
ス
タ
ー
ト
（
平
成
3
年
）

■
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）発
足（
１
９
９
3
）

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災（
１
９
９
５
）

■
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件（
１
９
９
５
）

■
消
費
税
率
引
き
上
げ（
5
％
）（
１
９
９
７
）

■
Ｎ
ＰO

法
施
行（
１
９
９
８
）

　
長
野
大
会
開
催（
１
９
９
８
）

■
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

■
Ｅ
Ｕ
に
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入（
１
９
９
９
）

●
烏
山
総
合
支
所
庁
舎
落
成

●
上
北
沢
・
上
祖
師
谷
出
張
所
を
設
置

●
世
田
谷
総
合
支
所
庁
舎
落
成

●
玉
堤
区
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
開
設

●
祖
師
谷
出
張
所
成
城
分
室
を
成
城
出
張
所
と
し
、27
出
張
所
体
制
に
移
行

●「
世
田
谷
区
基
本
構
想
」議
決

●「
第
２
次
地
域
行
政
推
進
計
画
」策
定

●
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
発
足

●
総
合
支
所
に
副
支
所
長
を
設
置

●
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　
世
田
谷
保
健
所
に
再
編

●
4
つ
の
保
健
所
と
5
つ
の
福
祉
事
務
所
を
統
合
し
、5
地
域
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

●
総
合
支
所
に
街
づ
く
り
部
を
設
置（
区
民
部
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
3
部
制
）

構築・拡充期（平成3年～平成 11年） 分掌事務見直し期（平成12年～平成 22年）

区と協働した自主的なまちづくり活動の推進を図るた
め、各地区（まちづくりセンター）ごとに設置されていま
す。区長から委嘱された委員の皆さんが中心となって、
まちづくりに関する身近な問題を解決するため、幅広い
実践活動を行っています。

地域行政 PRパンフレット（1990）

■
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト（
２
０
０
０
）

■
地
方
分
権
一
括
法
施
行（
２
０
０
０
）

■
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ（
２
０
０
１
）

■
住
基
ネ
ッ
ト
本
格
稼
働
開
始（
２
０
０
３
）

■
新
潟
県
中
越
地
震（
２
０
０
４
）

■
日
本
の
人
口
が
初
め
て
減
少（
２
０
０
５
）

■
愛
知
万
国
博
覧
会（
２
０
０
５
）

■
郵
政
民
営
化（
２
０
０
７
）

■
新
潟
県
中
越
沖
地
震（
２
０
０
７
）

■
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク（
２
０
０
８
）

●
都
区
制
度
改
革
に
よ
り
特
別
区
は
基
礎
的
な
自
治
体
へ

●
清
掃
事
業
が
都
か
ら
区
へ
移
管

●
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
総
合
案
内
窓
口
で
休
日
・
夜
間
の
住
民
票
発
行
業
務
開
始

●
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
案
内
窓
口
で
休
日
の
住
民
票
発
行
業
務
開
始

●
地
区
街
づ
く
り
計
画
策
定

●
地
区
ま
ち
づ
く
り
担
当
職
員
制
度
発
足

●
地
区
ま
ち
づ
く
り
支
援
職
員
制
度
発
足

●
区
長
選
挙
に
お
い
て
熊
本
哲
之
氏
初
当
選（
〜
2
期
8
年
）

●「
す
ぐ
や
る
課
」お
よ
び
各
総
合
支
所
に「
す
ぐ
や
る
課
分
室
」を
設
置

●
総
合
支
所
の
建
築
指
導
課
を
廃
止
し
、建
築
確
認
等
の
事
務
を
本
庁
に
集
約

●
自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

●
出
張
所
改
革

●
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
開
始

　
新
た
に
副
支
所
長
を
設
置

●
総
合
支
所
の
区
民
部
長
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
お
よ
び
街
づ
く
り
部
長
を
廃
止
し
、

●
5
か
所
の
出
張
所
で
土
曜
日
窓
口
を
通
年
で
開
設

●「
出
張
所
改
革
の
評
価
・
検
証
」報
告

●
せ
た
が
や
自
治
政
策
研
究
所
の
設
置

●
砧
総
合
支
所
新
庁
舎
・
成
城
ホ
ー
ル
開
設

●
ま
ち
づ
く
り
出
張
所
の
名
称
を「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」へ
変
更

出張所の窓口事務を区民利用の多
い7出張所に集約しました。それ以
外の20出張所は「まちづくり出張
所」とし、地区まちづくり支援を強
化することとしました。

区全体を世田谷・北沢・玉川・砧・烏山の5
地域に分けて、それぞれに総合支所を開設し、
区役所（本庁）－総合支所－出張所（26出張所
1分室）の三層構造により、区民に身近なサー
ビスやまちづくりをスタートさせました。

地区まちづくりの支援の強化
をさらに進める観点から、より
区民に分かりやすく、親しみや
すい名称とするため、名称変更
を行いました。

■
東
日
本
大
震
災（
２
０
１
１
）

■
平
成
の
大
合
併
終
結
、市
町
村
数
半
減（
２
０
１
０
）

■
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業（
２
０
１
２
）

　
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定（
２
０
１
３
）

■
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

■
消
費
税
率
引
き
上
げ（
８
％
）（
２
０
１
４
）

　
否
決（
２
０
１
５
）

■
大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
反
対
多
数
に
よ
り

■
熊
本
地
震（
２
０
１
６
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始（
２
０
１
６
）

■
天
皇
退
位
、元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ（
２
０
１
９
）

■
消
費
税
率
引
き
上
げ（
10
％
）（
２
０
１
９
）

●
区
長
選
挙
に
お
い
て
保
坂
展
人
氏
初
当
選（
〜
現
職
）

●
地
区
情
報
連
絡
会
を
各
地
区
で
開
始

　
づ
く
り
担
当
係
長
を「
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
担
当
係
長
」と
改
称

●
出
張
所
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
地
区
防
災
支
援
担
当
と
新
た
に
位
置
付
け
、ま
ち

●「
世
田
谷
区
基
本
構
想
」議
決

●
防
災
塾
を
各
地
区
で
開
始　
　
　

●
地
域
包
括
ケ
ア
の
地
区
展
開
モ
デ
ル
事
業
を
砧
地
区
で
開
始

　
区
で
実
施

●
地
域
包
括
ケ
ア
の
地
区
展
開
モ
デ
ル
事
業
を
池
尻
、松
沢
、用
賀
、砧
、上
北
沢
の
5
地

●
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
開
始

●
全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
設
置

●
地
域
包
括
ケ
ア
の
地
区
展
開
の
全
地
区
実
施

●
総
合
支
所
に「
く
み
ん
窓
口
」を
開
設

　
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）」を
設
置

●
総
合
支
所
に「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」お
よ
び「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
参
事（
子
ど
も

●
児
童
相
談
所
開
設
準
備
担
当
部
を
設
置

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に「
子
ど
も
家
庭
支
援
課
」を
設
置

　
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
設
置（
27
地
区
⇩
28
地
区
）

●
用
賀
地
区
を
分
割
し
、二
子
玉
川
地
区
を
新
設
。二
子
玉
川
出
張
所
と
二
子
玉
川
ま
ち

●
児
童
相
談
所
開
設

地区の役割をふまえた再構築期（平成23年～）

まちづくりセンター・あんしんすこやかセ
ンター・社会福祉協議会地区事務局の三者
連携のもと、各地区で区民の相談に対応し、
適切な支援に結びつける地域包括ケアの地
区展開がスタートしました。

まち歩きやワークショップなどを通じて、災害
時の課題の抽出と対応策を検討しています。地
区防災計画を作成し、課題への取組みの進捗状
況を確認しながら、地区防災力の向上を目指し
ています。

7か所の出張所のまちづく
り機能を分離し、まちづく
りセンターを設置するこ
とで全27地区にまちづく
りセンターを整備しました。

二子玉川まちづくりセンター開設（2019）福祉の相談窓口

古着・古布回収 避難所運営訓練

防災塾

世田谷区地域行政のあゆみ

　地域をわけるにあたっては、①人口規模を 10～ 20 万人、②地域事務所（現：
総合支所）までの所要時間は 30分以内、を目標値に設定しました。地域分割案に
ついて時間をかけて検討が重ねられ、現在の区域に決まりました。

どのようにして今の５つの地域にわけたのですか？Q

　昭和54年の基本計画（「福祉社会をめざすヒューマン都市世田谷」実現に
向け10年間の計画を示したもの。）ではじめて「地域行政」という言葉が登場
しました。

区ではじめて「地域行政」という言葉が使われたのはいつですか？Q
　地域行政の検討段階では、総合支所は「地域事務所」という仮称でした。庁内や区民から名称
を公募し、「サブセンター」、「ローカルプラザ」や「地域総合センター」など、庁内からは 67種類
101件、区民からは 144種類 198件のアイデアが寄せられ、現在の名称に決まりました。

昔から「総合支所」という名称だったのですか？Q

　出張所などの出先機関は多くの自治体で設置されて
いる一方で、総合支所のような大きな地域機関を設置
している自治体はそれほど多くありません。また、三層
構造の地域行政制度は、世田谷区の大きな特徴です。

世田谷区のほかに「地域行政」のような制度を導入している自治体はありますか？Q

　政令指定都市は行政区とその区役所が必置となっているのに対して、世田谷区の総合支所は
それと似た仕組みを自ら作ったものです。世田谷区は、総合支所の管轄区域を５つの「地域」とす
ることで、独自の地域内分権的な行政運営をしてきたと言えます。

総合支所は、政令指定都市の行政区となにが違うのですか？Q

●
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

●
地
域
行
政
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
最
終
報
告「
地
域
行
政
推
進
計
画
」策
定

　
窓
口（
休
日
）で
印
鑑
登
録
証
明
書
発
行
業
務
開
始

●
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
総
合
案
内
窓
口（
休
日
・
夜
間
）、烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
案
内

出典：「せたがや - 地域行政のあゆみ」（平成 5年）、
　　　その他 地域行政関連資料を参考に作成

各地区の区民から「推進員」
を委嘱し、住民の総意と工夫
による「まちづくり」を実践
していこうという制度です。

区民の自主的なま
ちづくり活動を区
の職員が支援する
という目的で発足
しました。

当
時
の
出
来
事

地
域
行
政
の
あ
ゆ
み

3 4 5 6


